









Statistical Studies on the Patients with Periodontal Diseases
Part 3. The statistical observations of chief complaint
in the first visit and their initial preparation in 1983～1985
KEIJI KANAYAMA ATSUSHI UTSUNOMIYA KUNIHIRO TARUI
SHIGEKI ITOH SEIICHI SHIOGAI HIROSHI SAITOH TAKUJI RYOKAWA
KAZUHIKO KAWATANI CHUNGHSlNG WU KYOKO KITAHARA
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歳代，40歳代が共に26．0％で最も多かった．
8　C．1．の分布に関して
　主訴部位のC．LについてはC．L1が最も多く99
名（42．5％）（図7）で男性52名（22．3％），女性
47名（20．2％）となり，年齢では男性30歳代と50
歳代の11．9％，女性も同じく30歳代と50歳代の
14．9％となり男女合わせると30歳代，50歳代が
26．8％と最も多かった．
9　動揺度の分布に関して
　主訴部位の動揺度では動揺度1が最も多く91名
（36．7％）（図8）で男性48名（19．4％），女性43
名（17．3％）となった．年齢についてみると男性
では40歳代（16．3％），女性では50歳代（16．3％）
となり男女合わせると40歳代（28．8％）が多かっ
た．
10　ポケットの深さの分布に関して
　主訴部位のポケットの深さは3．Ommが最も多
く57名（23．0％）（図9）で男性30名（12．1％），
女性27名（10．9％）となり，年齢では男性40歳代
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（15．8％），女性でも40歳代（17．5％）で合わせて
33．3％となった．
11付着歯肉の幅の分布に関して
　主訴部位の付着歯肉の幅は2．6～3．Ommが最
も多く57名（24．7％）（図10）で男性31名（13．4％），
女性26名（11．3％）となり，年齢では男性40歳代
（17．5％），女性50歳代（22．8％）となり，男女合
わせると50歳代（31．6％）が最も多かった．
12骨吸収度の分布に関して
　主訴部位の骨吸収度では16～20％が最も多く，
23名（10．1％）（図11）で男性9名（3．9％），女性
14名（6．2％）となり年齢についてみると男性では
40歳代（19．0％），女性でも40歳代（14．3％）の合
わせて33．3％で，最も多かった．
13　臨床分類による進行度の分布に関して
　臨床分類による進行度では，軽度が最も多く，
115名（58．1％）（図12）となり男性58名（29．3％），
女性57名（28．8％）であった．年齢についてみる
と男性では40歳代（8．6％），女性では40歳代，50
歳代（8．6％）が最も多く，男女合わせると40歳代
（17．2％）が多かった．
14　初期治療としての処置内容による分布
　当科では初期治療として大多数の患者は歯石除
去，刷掃指導を受けており，それらを除いての処
置について最も多かったのは暫間固定の78名
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（31．0％）（図3）で男性40名（15．9％），女性38
名（15．1％）となった．
　年齢についてみると男性では50歳代（17．9％），
女性でも50歳代（19．2％）が多く合わせて37．1％
という結果となった．
考　　察
　来院した歯周病患者の構成は40歳代，50歳代，
30歳代の順で多く，第2報と同じ結果となりピー
クは40歳代であった．又，第一報1），第二報2）にお
いては20歳代の患者が60歳代の患者数を上回って
いたのに対し今回は60歳代の患者数を上回ってい
た．来院の月別では，10月，9月の順で女性の患
者が男性より多く，年齢では50歳代が多かった．
主訴についてみると，違和感，出血の順に多くこ
れは第二報の結果と同じで，違和感については30
歳代の男性，出血では40歳代の女性に多くみられ
た．初診時P．CR．では61～65％が最も多かったが
第二報のP．C．R81～85％と比較するとやや良好
ではあるが依然として初診時における口腔内清掃
状態は不良であると思われる．中にはP．C．R．20％
以下という患者は14名で第一報1），第二報2）のそれ
より多数であった．主訴部位については第一X），二
報2洞様上下顎前歯部に多く主訴との関係をみる
il；る1。璽‖
Fig．13．　Distribution　of　treatment
と上顎前歯部では動揺，出血が多く，下顎前歯部
では動揺が多く見られた．
　GLについては第一），二報2）のG．L　3に対し今
回G．1．2が多く，PJ．では第一報1）同様P．1．1に多
く，CJ．については第一），二報2）のCJ．2に対しC．
1．1が多い結果となった．又，G．L　2，　P．1．1，C．1．
1という結果は30歳代に多い傾向がみられた．
　動揺度については第二2）報と同じく動揺度1度
に多く40歳代に多くみられた．ポケットの深さは
第一｝，二報2｝の4．Ommに対し今回は3．Ommが
多く40歳代に多かった．付着歯肉幅は第二報2）同
様で2．6～3．Ommが多く50歳代の女性に多くみ
られた．骨吸収度については第一1），二報2）では
46～50％に多かったが，今回最も多かったのは
16～20％で，次に多かったのは46～50％であった．
骨吸収度16～20％では40歳代，46～50％では50歳
代に多くみられた．臨床分類による進行度では第
二報2｝同様に男女共軽度が多く，40歳代に多くみ
られた．又，軽度においては女性が，中等度，重
度においては男性の占める割合が多い傾向にあっ
た．処置内容は初期治療としての歯石除去，刷掃
指導を除いて最も多かったのは，第一），二報2｝と
同様で，暫間固定が多く次いで咬合調整の順と
なった．以上よりP．Lについては第一報1）と同様，
年齢，主訴，動揺度，付着歯肉の幅，臨床分類に
よる進行度については第二報2）と同様，主訴部位，
処置内容については第一），二報2）と同様の結果と
なり，来院月，P．C．R，　GI．，　C．1．，ポケットの深
さ，骨吸収については第一，二報とは異なった結
果となった．P℃．R．，　G．L，　P．L，C．1．，ポケットの
深さ，骨吸収度においてはag－“1），二報2｝より小さ
い値を示し比較的軽度の段階での来院が多かった
という考察結果を得た．
結　　論
　今回の報告及びrg－1），二報2）との結果を含め総
括としての結論は，昭和53年1月から昭和60年12
月までの間に松本歯科大学病院歯周病科に来院し
た912名（男性556名，女性356名）を対象として，
主訴，初診時P℃．R．，主訴部位，臨床所見として
のG．1．，P．1．，　C．L，動揺度，ポケットの深さ，付
着歯肉の幅，骨吸収度，臨床分類による進行度，
処置内容について統計的に検討し次の結果を得
た．
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1．来院患者は10月及び3月に多く40歳代の男
性に多い．
2．主訴は違和感で主訴部位は上下顎前歯部に
集中しておりその部位では，G．1．3，P．1．2，
C．1．2，動揺度1度という状態が多かった．
3．初診時P．C．R．は71～80％が多く口腔清掃
状態は不良であった．
4．ポケットの深さは4．Omm，付着歯肉の幅は
2．1㎜一3．Omm，骨吸峻は41－50％とい
　う状態が多かった．
5．臨床分類による歯周病の進行度では軽度が
多かった．
6．処置内容では初期治療としての歯石除去，
刷掃指導を除いて暫間固定，咬合調整が多く，
40歳代に多かった．
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